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私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 
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憲法九条土浦の会結成のつ
 

2月 19日、亀城プラザに２
のつどいが開かれました。

 つどいの第一部では、5
 発起人の一人である小笠

の言葉「日本は武力という

宣言したのです。人間の知

を紹介。そして、これから

る決意を語りました。 
 
 記念講演に立った小森陽一・東京大学教授（九条の

るアメリカのねらいは、2国間軍事同盟にもとづいて
ることであると指摘。日本を戦争をする国にしようと

律がペアになって通される。ここに今の最大の特徴が

を誠実に希求するから国権の発動たる戦争を放棄する

加盟国に戦争放棄を呼びかけていて、倫理観すら滲み

とばで九条の価値を語っていくことが大事だと話し

 つどいで

憲法改悪反

いくことに

は実費でお

務局の福田
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どい（２/１９） 
００人が参加して「憲法九条土浦の会」結成

 
人の発起人から発言がありました。 
原徹氏（歯科医師、80歳）は、住井すゑさん
名の暴力を捨てて、何事も知力で解決すると

恵で解決できないことは何一つありません」

の余生のすべてを憲法九条を守るために傾け

会事務局長）は、憲法を変えよと要求してい

いつでも集団的自衛権を行使できる体制にす

するとき、学校教育現場に攻撃を仕掛ける法

あるとしました。憲法前文では、国連の目標

としており、憲法ができた時から国連全ての

でているとしました。そして、自分たちのこ

ました。 
は、「九条の会」のアピールへの賛同をひろげ、

対の署名をあつめ、市民参加の行事を企画して

しました。（つどいを録音したカセットテープ

分けします。申し込みは憲法九条土浦の会・事

勝夫さんまで８３１－６２８８） 
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平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版、Ｗａｒｄ版）配信しています 
ご希望の方はｅＭａｉｌアドレスご連絡ください  早い、確実に届く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「憲法九条土浦の会」の呼びかけと署名をひろめよう 

 憲法九条土浦の会が２月１９日結成されました。会の呼びかけ人と賛同者を募っています。 
 会は「九条の会」のアピールを広めるとともに憲法改悪に反対する署名を呼びかけています。 
 九条を守るためには「憲法改正」の国民投票で過半数の反対を確保しなければなりません。改憲派は

マスコミその他のあらゆる手段を使ってやってきます。いま世論は九条に限っていえば６０パーセント

が改憲反対です。しかし、九条はよくわからないという人もたくさんいます。私たちが既存の陣地から

足を踏み出して訴えていけば、きっと賛同者は見えなかったところにいるはずです。憲法九条土浦の会

のミニビラも活用して、思い切って賛同者を広げていきましょう。 
 
 

 
 
 

活動ごよみ 
 

2･23 60年行事 市との懇談（土浦市総務部）
2･24 県南ブロック連絡会議（神立コミセン）
2･26 県平活動交流集会（水戸市民会館） 
3･ 1 ビキニデー（焼津） 
3･ 6 草の乱実行委員会（保健生協事務所） 
3･17 平和の会理事会（神立コミセン） 
3･19 県常任理事会（水戸） 
3･26 憲法を読もう第 5回（4中地区公民館） 
4･10 全国革新懇講演会（石岡市民会館） 




